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1 ３月からドナー登録要件と手続きが変更 

3 地区普及広報委員、説明員の研修、来年度早々に開催 

2 ドナー登録時のＨＬＡ検査もＤＮＡ化に 

 

 1 月 ２月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 1,948 1,664 203,251 259,942

患者登録者数 212 188 2,816 17,844

骨髄移植例数 72 78 - 6,252

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（平成 17 年２月末現在） 

３月１日からドナー登録年齢は２歳引き下げられ、18 歳～50 歳に変更されました。本年

２月 25 日に厚生労働省の臓器移植対策室長から、日本赤十字社血液事業本部、各都道府

県・政令市・特別区、当財団にあてて、ドナー登録業務では、１）パンフレット「チャン

ス」を読み、骨髄提供の内容について十分理解している場合は、登録時の説明とビデオ視

聴を省略してもよいこと、２）登録時の家族同意は確認の必要がないこと、などが行政通

知されました。また、これに伴い集団登録会と移動献血会場における登録受付の開催方法・

手続き方法も一部変更されました。 

こうした一連の改正は、多くの国民の皆さまにドナー登録しやすい環境づくりを図るた

めの取り組みであり、骨髄移植を必要とする患者さんを救命するための施策です。当財団

としても普及啓発、ドナー登録推進活動に一層努力してまいりますので、今後とも関係者

の皆さまのますますのご協力、ご支援を心からお願いします。 

３月１日よりドナー登録時の検査方法が変更されました。これまでは、ドナー登録時に

血清学的方法でＨＬＡ検査（２桁レベル）を行い、適合ドナーとなった時点で、改めて遺

伝子レベルの組織適合性を調べるための遺伝子（ＤＮＡ）検査（４桁レベル）を行ってき

ましたが、国庫補助事業として、ドナー登録時からＤＮＡ検査によるＨＬＡ（Ａ座、Ｂ座、

ＤＲ座）検査が開始されています。ドナー登録時の採血量も約２ｍＬとなり、血液検体は

１週間分をまとめて東京･大阪の赤十字血液センターへ運ばれ、集約検査するシステムとな

りました。なお、新規ドナー登録者の適合検索開始は、登録から約２週間後になります。

３月からドナー登録要件と登録受付に関する諸手続きが変更となりました（１．参照）。

こうした改正点について、実際にドナー登録推進の現場を担っていただいている地区普及

広報委員、説明員を対象に、ドナー募集と登録推進の活発化をめざし、研修会を開催しま

す。４月から５月にかけて、全国７ブロックで 11 回の開催を予定しています。研修会の日

程や会場は、個々にお知らせいたします。多くの皆さまのご参加を期待します。 
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傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開/非公開 開催予定 

倫理委員会 公開 ３/18（金）9:30～12:00 廣瀬ビル２階会議室 

理事会 公開 ３/25（金）15:00～16:15 如水会館２階 ペガサス 

評議員会 公開 ３/25（金）16:30～18:00 如水会館２階 ペガサス 

7 財団各委員会開催予定 
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２月のドナー登録者数は 1664 人、取消者数は 877 人、実質増加数は 787 人で前年同月の

登録者の 48％と大きく下回り、登録現在数は 20 万 3251 人でした。登録会は 128 回（うち

献血併行 124 回）実施され、登録者は 716 人（全登録者の 43％）でした。登録会は福島 23

回（118 人）、東京 18 回（150 人）、北海道８回（41 人）、京都８回（40 人）、岩手７回（22

人）、石川７回（18 人）など各地で開催されました。登録会の登録者数は、対前年の 89％

と低調でした。今年度登録者の増加に実績を重ねてきた登録推進員制度は、この３月で終

了になります。２月末で 30 万人のドナー登録目標の人口割目標に達しているのは、沖縄、

新潟、福島、島根、富山、北海道の各道府県です。今後は、登録会開催数の少ない地域で

の努力と人口密集地域で積極的なドナー登録推進が必要と思われます。 

5 個人情報保護の取り組みを徹底 

４月から個人情報保護法が本格的に施行されますが、法律を遵守し、当財団が取り扱う

個人情報に関しても従来の管理体制をよりいっそう強化し、整備するための対応を進めて

います。職員と関係者（コーディネーター等）に対する教育研修やトレーニングを行って

おり、さらに認識の徹底を図っています。プライバシーポリシーなど、当財団の対応の原

則を内外に周知することについては、ホームページや印刷物で表明していく予定です。 

１）映画「火火」に本人役として特別出演している、元サッカー日本代表の井原正巳さん

が、２月 21 日に渋谷の献血ルームでドナー登録しました。当日は、井原さんの他にも

スタッフの方３人が登録。この様子は「骨髄バンクを“アシスト”」というタイトルで
新聞各紙に大きく取り上げられました。 

２）フジテレビ「クイズ＄ミリオネア」に政治評論家の三宅久之さんが出演。番組内で獲

得賞金を骨髄バンクに寄付すると表明されました。三宅さんは舞台「友情」に医師役

で特別出演して以来、骨髄バンクに温かなご理解を寄せていただいています。2 月 22

日に行われた舞台「友情」出演者、スタッフらが集まるフレンドシップパーティでは

獲得賞金の贈呈があり、その模様は番組でも放映されました。 

6 著名人の骨髄バンク支援 

4 ２月のドナー登録者数、増加数の伸びが鈍化傾向に 


